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少しづつ暖かくなって春めいてきましたね。
例年であればお花見で宴の季節ですが
コロナ禍の影響で、今年は例年の様には
行かない様です。

自粛要請も順次解除され、徐々に平常に戻り
つつありますが、早くコロナが落ち着く事を
願いたいものです。

＊製造工場の創意工夫に焦点！ 「半自動ハトメ打ち装置」のご紹介

岩手県内縫製工場6社が“Withコロナ”に挑戦！ 今回ご紹介する半自動ハトメ打ち機「MT-7００」
岩手県の縫製工場では、高い技術はあるが、コロナ は、ハトメは人手で挿入をしないといけませんが
の影響を受け仕事の受注が激減している。 フットスイッチを軽く踏むだけで、ハトメ作業が
このため県の「ファクトリーブランド開発支援」を 簡単に行えます。
受けて、縫製工場6社がファクトリーブランドを 又、モーターの力でハトメを打ち込む為、素材次第
発信する「イワテメイドアパレルプロジェクト」 では事前の穴開け作業が不要になります。
が立ち上がった。 （素材によっては穴開け作業が必要になります。）
プロジェクトに参加しているのは、「岩手モリヤ」 レーザーポイントでハトメの打つ位置がわかる為、
（久慈市）・「クラスター」（宮古市）・ 簡単にセットが出来ます。
「京屋染物店」（一関市）・「二戸ファッション
センター」（二戸市）・「日本ソーイング岩手工場」
（一戸町）・「ナカイズミ野田工場」（野田村）。
「岩手モリヤ」は、着心地を重視し、婦人の一つ
ボタンでストレッチ素材のテーラードジャケットを
同素材のマスク付きで提案。「クラスター」は服の
表面・裏面・中身の全てに撥水加工を施した、
ダウンジャケットを提案など、各社が独自のアイ
ディアで、オリジナル製品を手掛けています。
https://shopping.kawatoku.com/shopbrand/iwatemadeapparel

＊桐たんす屋が作った桐糸
大阪岸和田市で100年以上桐たんすを製作してきた
「（株）留河」は桐の特性と職人の技術を活かして
「桐糸」の開発を行った。
同社では、桐たんすの需要が減少し、厳しい状況が
続いてきた中で、これまで培ってきた独自技術と
技能を活かし、9年かけて高機能な糸の開発に成功！ 特徴：
「桐糸」は桐和紙をスリットし、撚糸する事で出来 ＊100V電源で使用出来ます。
る糸で「桐たんす」の廃材を利用しているので、 ＊簡単操作で誰でも使用出来ます。
環境への負担が少ない事もメリットの一つです。 ＊ハトメに合わせて専用コマを
又、特性としては防虫・調湿・脱臭・抗菌・吸湿性・ 　製作いたします。
即乾性などの効果があり、新しい日本初の糸として
注目がされています。
http://osaka-sei.m-osaka.com/news/1049/     サ  プ  リ  ナ  株  式  会  社　　
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